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◆地球温暖化防止として、「脱炭素」のこと（知識）を自治会のみなさんが

　スローなペースで共有し、「脱炭素な家庭 」につながればと願います。

◆いろいろな気候変動・脱炭素の情報をできるだけわかりやすい内容で、 5班　加藤　俊一

　約２か月頻度でお伝えします。日常の「デコ活」(下記）のヒントになればと願います。

【初刊の通信便り】 ★2月は省エネ月間：エアコンの設定温度は？

１．2023の異常気象

「地球の沸騰化時代が来た」（国連グテーレス事務総長）

統計開始年 1950 2000 2023 特記

世界 地球の平均気温は、12万年ぶりの最高気温 16.95 過去最高

日本(東京） 25.2 26.5 27.7 28.7 過去最高

大分市 24.7 25.0 27.4 27.3 ＊下記

　「大分市の7～9月の平均気温」（1887年統計開始）

1887

気温 気温 過去順位 気温 年

7月 24.7 27.3 11位以降 28.8 2009

8月 25.8 28.5 ９位 29.3 2020

9月 22.6 26.7 1位 26.7 2023

2.新国民運動「デコ活」をお知らせします。日常的な会話・合言葉として広めてください❣

　一昨年10月、脱炭素新国民運動が発足しました。そして昨年8月に愛称「デコ活」が決まりました。

    新国民運動発足2022.10.25

　◆脱炭素につながる新しい・ 　◆運動愛称「デコ活」 決定2023.7

  　豊かなくらしを創る国民運動　　「デコ活」は、脱炭素を意味する

　◆官民連携協議会発足 　　「デ・カーボナイゼイション」と ＊一人一人の日常の取組が

　（メンバー登録：大分県、加藤）  　　 「エコ」を組み合わせした造語。 　地球を変える大きなうねり

　　　（decarbonization；脱炭素） 　になる「バタフライ効果」

3.チョッとクイズ  　　　家族でやってみよう。

Q1　部屋全体をあたためる　　　　　Q2　からだをあたためる　　　　　Q3　家庭からごみで出される

　　のに一番の省エネ機器は？          服装は、ごみの何％か？

　①こたつ      　　　 ①きゅうり      ①5%

　②電気ストーブ          　　 ②だいこん      ②15%

　③エアコン     　　　  ③じゃがいも      ③30% (答)③②①

4.その他 (1)今から始めよう！「ゼロ・カーボン・アクション30（ デコ 活行動）」 （紙資料） を呈上。

(2)うち（家）エコ診断を受診しませんか。①わが家のCO2排出量がわかる　②家計にお得

　　でCO2削減の診断をします。 ＊(1),(2)の希望者は加藤まで

（お問い合わせ先） 　　加藤　俊一　 ・2019地球温暖化防止環境大臣賞受賞

　☎090-6298-6363        kuku81@oct-net.ne.jp ・大分県県民会議委員　・大分県地球温暖化防止活動推進員

・大分県環境教育アドバイザー　・うちエコ診断士　

脱炭素通信(回覧）

　　二目川自治会　　

　　（発行者）　　

二目川自治会

---干ばつ被害---

　琵琶湖の水位低下75センチ　　　

 「世界の7月の平均気温」  （統計開始 日本1872,大分市1887)

過去最高2023

　　　食べものは？

アマゾンの干ばつ kk  

川底露出

新潟の干ばつ

1等米率40%
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